
「河川局関係事業における事業評価について　平成19年3月　」の正誤表

【河川事業】 【河川事業】
（環境整備事業等（直轄）） （環境整備事業等（直轄））

その他 28 154 33 4.7

（水環境整備事業）
定量的な水質変化と地域
住民の評価及び生態系の
多様性からの水環境の改
善。
（利用推進事業）
環境整備箇所におけるイ
ベントの開催による地域
の活性化。
地元の協力体制が増大。

継続
中国地方整備局

河川計画課
（永松義敬）

その他 28 155 33 4.7

（水環境整備事業）
定量的な水質変化と地域
住民の評価及び生態系の
多様性からの水環境の改
善。
（利用推進事業）
環境整備箇所におけるイ
ベントの開催による地域
の活性化。
地元の協力体制が増大。

継続
中国地方整備局

河川計画課
（永松義敬）

旭川水系直轄総合
水系環境整備事業
中国地方整備局

【内訳】
水環境改善効果による便益：
30億円
親水整備や水辺の楽校等の河
川利用推進の効果による便
益：125億円
【主な根拠】
支払意思額：367円/世帯/月
受益世帯数：127,928世帯

費用便益分析
貨幣換算が困難な効果等

による評価Ｂ／Ｃ
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貨幣換算した便益:B(億円) 費用:C
(億円)

再評価結果一覧
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便益の内訳及び主な根拠
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旭川水系直轄総合
水系環境整備事業
中国地方整備局

【内訳】
水環境改善効果による便益：
30億円
親水整備や水辺の楽校等の河
川利用推進の効果による便
益：125億円
【主な根拠】
支払意思額：367円/世帯/月
受益世帯数：127,928世帯

対応方針

便益の内訳及び主な根拠


